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根管治療の失敗が智慧となる
６月度生涯研修講座

大阪府歯科保険医協会2023年サマーセミナー

西
部
地
区
・
南
部
地
区

　
　

 

ご
参
加
く
だ
さ
い 　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針
に
関
す
る

Ｆ
Ａ
Ｘ
ア
ン
ケ
ー
ト
速
報
①

国
や
厚
労
省
に
「
責
任
を
」

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
実
施

　

レ
セ
プ
ト
の
請
求
方
法
に

つ
い
て
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
」
15
％
、
「
電
子
媒
体

請
求
」
68
％
、
「
レ
セ
コ
ン

で
紙
請
求
」
と
「
手
書
き
請

求
」
で
、
18
％
と
な
っ
た
。

　

厚
労
省
が
今
年
３
月
に
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
保
険
請
求
す

る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
原
則
２
０
２
４
年
９
月
ま
で
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移
行
す
る
こ
と
を
実
質
上
義
務
付
け
る
計

画
案
を
示
し
て
い
る
問
題
で
、
協
会
は
６
月
30
日
付
で
会
員

に
フ
ァ
ク
ス
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
。
７
月
３
日
ま
で
に
１

１
０
医
療
機
関
が
返
信
を
寄
せ
た
。
協
会
は
、
医
療
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
一
律
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
・
地
域
医
療
を
守
る
立
場
で
、
期
限
を
切
っ
た

「
義
務
化
」
方
針
に
つ
い
て
撤
回
を
求
め
て
い
る
。

反
対
86
％

　

厚
労
省
が
示
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
い

う
問
い
に
対
し
て
、
86
％
が

「
反
対
」
、

４
％
が
「
賛

成
」
、
10
％
が
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
答
え
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
対
す
る

考
え
、
懸
念
に
つ
い
て
は
、

「
現
在
の
請
求
方
法
（
光
デ

ィ
ス
ク
ま
た
は
紙
レ
セ
）
で

不
便
を
感
じ
な
い
」
が
79
％

と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
導

入
後
の
シ
ス
テ
ム
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
故
障
時
の
対
応
が

不
安
」
が
77
％
、「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
不
安
」
70
％
と
上

位
を
占
め
た
。
自
由
意
見
欄

に
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
求
め
ら
れ
る
」
と
説
明
。

根
管
治
療
失
敗
の
要
因
と
し

て
術
者
の
診
断
ミ
ス
、
術
者

の
技
術
力
不
足
、
パ
ー
フ
ォ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
歯
根
破
折
な

ど
を
挙
げ
、
失
敗
を
防
ぐ
た

め
の
勘
所
を
症
例
と
と
も
に

示
し
た
。
ま
た
、
患
者
へ
の

適
切
な
治
療
方
針
の
説
明
が

重
要
で
あ
る
と
し
、
歯
頸
部

や
髄
床
底
部
の
穿
孔
は
経
過

不
良
、
再
植
や
矯
正
治
療
は

患
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

根
管
治
療
の
失
敗
に
対
し

鶴
町
氏
は
「
も
ち
ろ
ん
誰
も

が
失
敗
な
ど
し
た
く
な
い
。

し
か
し
失
敗
や
挫
折
は
単
な

る
悪
で
は
な
く
、
苦
い
思
い

と
反
省
が
智
慧
と
な
っ
て
い

く
。
向
上
心
さ
え
あ
れ
ば
失

敗
は
む
し
ろ
臨
床
を
豊
か
に

す
る
大
切
な
経
験
だ
」
と
訴

え
た
。

　

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部

地
区
は
25
日
、
接
遇
マ
ナ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
吉
田

富
貴
子
氏
を
講
師
に
医
療
接

遇
研
修
を
開
き
、
12
人
が
参

加
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、
単
に
「
相
手

に
接
す
る
こ
と
・
応
対
す
る

こ
と
」
を
指
す
「
接
客
」
と

違
っ

て
、
「
接
遇
」

と
は

「
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
・
応

対
す
る
こ
と
」
だ
と
指
摘

し
、
相
手
の
状
況
や
気
持
ち

て
解
説
し
た
。

　

気
遣
い
の
あ
る
話
し
方
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
言
葉
や
婉
曲
話
法
、

敬
語
な
ど
を
使
い
こ
な
す
こ

と
で
、
相
手
に
や
わ
ら
か
い

印
象
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
電
話
応
対
に
お
い

て
は
、
相
手
の
顔
が
見
え
な

い
ぶ
ん
、「
明
る
く
」「
ゆ
っ

く
り
」「
は
っ
き
り
」「
丁
寧

に
」
を
常
に
意
識
づ
け
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
、

診
療
所
に
お
け
る
電
話
応
対

や
応
対
所
作
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

実
践
し
、
吉
田
氏
が
適
宜
ア

ド
バ
イ
ス
を
加
え
た
。

を
汲
み
取
っ
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ

た
。

　

接
遇
の
基
本
と

し
て
、
①
あ
い
さ

つ
②
身
だ
し
な
み

③
言
葉
遣
い
④
態

度
―
の
４
点
を
挙

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
医

療
機
関
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

　

臨
床
学
術
部
は
６
月
18

日
、「
根
管
治
療
で
失
敗
す

る
本
当
の
理
由
―
失
敗
・
反

省
し
て
こ
そ
の
根
管
治
療

―
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修

講
座
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
鶴
町
保
氏
（
元
日
本

大
学
歯
学
部
教
授
）
を
講
師

に
77
人
が
参
加
し
た
。

　

鶴
町
氏
は
「
根
管
治
療
失

敗
の
主
た
る
原
因
は
細
菌
の

残
留
と
増
殖
で
あ
る
。
象
牙

細
管
に
入
っ
た
細
菌
の
感
染

根
管
治
療
に
は
限
界
が
あ

り
、
細
菌
を
細
管
内
に
閉
じ

込
め
て
不
活
性
化
す
る
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
」
、
「
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
の
程
度
コ
ス
ト
の

削
減
が
で
き
る
か
明
確
に
し

て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
人
件

費
が
ど
の
程
度
削
減
で
き
る

か
な
ど
、
そ
れ
と
、
シ
ス
テ

ム
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用

が
い
く
ら
か
か
る
の
か
も
明

確
に
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
単

に
、
保
険
点
数
を
下
げ
る
こ

と
が
目
的
と
し
か
思
え
な

い
」
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
に
よ
っ
て
診
療
側
や
患
者

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
の
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
へ
の
不
信
感

が
う
か
が
え
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ

の
不
安

　

ま
た
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
不
安
。
一
医
院
の
み
で
情

報
漏
洩
に
対
応
す
る
の
に
は

無
理
が
あ
り
、
一
医
院
に
責

任
を
負
わ
せ
さ
れ
る
の
は
、

つ
ら
い
、
厳
し
い
。
情
報
漏

洩
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い

て
一
定
範
囲
内
を
国
や
厚
労

省
に
も
責
任
を
と
っ
て
も
ら

い
た
い
」
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
に
つ
い
て
一
方
的
に
反
対

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
政

府
、
行
政
サ
イ
ド
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
甘
さ
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
の

多
さ
と
大
き
な
不
信
感
が
あ

り
、
現
在
は
義
務
化
に
賛
成

が
で
き
な
い
」
な
ど
、
保
険

証
廃
止
を
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の

一
体
化
の
問
題
で
、
誤
登
録

や
他
人
の
情
報
が
紐
づ
け
さ

れ
て
い
る
問
題
な
ど
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
中
で
、
さ
ら
に
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
を
進
め
る
こ
と

へ
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

国
、
厚
労
省
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
の
不
安
を
払
し
ょ
く

す
る
こ
と
と
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
を
尽
く

す
べ
き
。
義
務
化
方
針
に
つ

い
て
の
議
論
は
最
低
限
ま
ず

そ
れ
が
大
前
提
と
さ
れ
な
い

限
り
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
。

長期休業保障制度「リレープラン」のご案内
　　（団体長期障害所得補償保険）

● 医師・歯科医師のそんな「もしも」をサポートする
　新たなプラン（リレープラン）が登場！
● 今までになかった長期休業保障制度（所得補償保険）の後ろを
“最長満70才まで”補償します！

スタッフなどの人件費
家賃などの固定費

住宅ローン 生活費
休診時に必要となる費用

教育費傷病の治療費

長期休業保障
制度など　　

リレープラン　　　
保険金額１口10万円１～15口まで（10～150万円／月）

大保協商事株式会社（大阪府保険医協同組合内）
マーシュジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社 「リレープラン」の詳しいご説明や資料請求のお問い合わせは、

大保協商事（大阪府保険医協同組合内）☎06-6568-2230まで代理店・扱者 引受保険会社

就業障害
発生

● 「
リ
レ
ー
プ
ラ
ン
」

の
イ
メ
ー
ジ

※免責期間は369日または500日から選択。保険金支払対象期間：最長満70才に達した日まで

⎧
⎨
⎩

そんなご不安は

ありませんか？

新しく導入
しました!

団体割引
30％適用

医師・
歯科医師専用新登場

医師・歯科医師として
長期間働けなくなったら…

レセプトの請求方法について
教えてください
手書き請求
17％

レセコンで
紙請求
1％

オンライン請求
14％

どちらともいえない
10％「義務化」に

賛成 4％

厚労省が示したオンライン請求
「義務化」方針についてどう思い
ますか

電子媒体請求
68％

「義務化」に反対
86％

日　時 ８月19日（土）午後３時～５時
（開場・午後２時30分）

会　場 Ｍ＆Ｄホール（定員60人）
現地開催のみとなります

講　師 田辺 隆先生
（全国保険医団体連合会副会長）

2024年度医療・介護同時改定
に向けて歯科医療を考える


